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 少 

子 

高 

齢 

化 

に 

思 

う 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樹 
 
 

林 
 

日
本
に
お
い
て
近
未
来
の
社
会
問
題
と
言
え
ば
、
ま
ち
が
い
な
く
「
少
子
高
齢
化
」の
問
題
で
す
。
女
性

の
社
会
進
出
で
経
済
的
自
立
が
高
ま
り
、そ
の
分
、
結
婚
へ
の
意
欲
が
薄
れ
た
こ
と
、
ま
た
子
供
の
教
育
費

が
嵩
み
、
大
学
ま
で
に
２
千
万
円
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
く
産
ん
で
立
派
に
育
て
る
傾
向
が
強

く
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
少
子
化
の
原
因
は
複
雑
多
様
化
し
て
い
ま
す
。 

 
 

高
齢
化
の
問
題
も
急
速
に
進
展
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
現
在
で
は
８
万
６
５
１
０
人
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。こ
こ
数
年
の
う
ち
に
は
１
０
０
歳
以
上
の
人
口
が
１
０
万
人
を
超
え
る
勢
い
で
進
ん
で
い
ま
す
。こ
う
な

り
ま
す
と
、高
齢
者
と
い
え
ど
も
「
健
康
寿
命
」の
名
の
も
と
に
気
力
・
体
力
に
応
じ
て
進
ん
で
働
く
意
欲
が

求
め
ら
れ
る
時
代
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
高
齢
者
の
定
義
は
６
５
歳
以
上
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
高

齢
化
社
会
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
７
０
歳
以
上
に
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。い
っ
た
ん
定
年
に
な
っ
た
人
で

も
、
体
力
・
気
力
が
許
せ
ば
再
就
職
を
認
め
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。 

 
 

私
も
現
在
８
７
歳
で
す
が
、
少
な
く
と
も
９
０
代
前
半
ま
で
は
本
職
・
畑
仕
事
を
続
け
る
予
定
で
お
り
ま

す
。
大
き
な
時
代
の
変
遷
を
自
覚
し
て
気
分
を
一
新
し
た
い
も
の
で
す
。 
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光受寺通信 
 ウクライナでの戦争が始まって以来、物価があれもこれもと値上がりをしている。中でも食品関

係は特に心配されるもののひとつである。国内自給率の極めて低い日本においては、はたしてこ

の先の節約だけで済まされる問題なのだろうかと思われてくるのである。 

 カロリーベースの試算（令和 2 年度）では国内での自給率は 37 パーセント程だとか、あとは輸入

に頼っているとのことである。ちなみに 1946年戦後の日本においては自給率が 88パーセントだっ

たというが、なぜこんなにも落ち込んでしまったのだろうか。 

難しいことは分からないのだが、一つには高学歴社会に伴い、次世代を担う若者の農業離れが

起因しているようにも思われる。「農業では生活ができない」。「農家に嫁が来ない」などなど、農業

は若者にとって、いつしか魅力のない職業の代表になってしまったからではないだろうか。 

 しかし今、日本において「食料確保」の問題は、気候変動の問題や、社会の情勢の不安定化から先

の見えない危機的状況にあると言っても過言ではない。この現実を重く受け止め、改めて農業を見

直し、農業の活性化と、魅力ある農業の実現を目指していかなければ、日本の将来は見えてこない

ように思えてくる。いくらお金を出しても手に入らない時代の到来も、もうそこまで来ているように

思えてしかたがないのだ。 

今
、こ
ん
な
こ
と
学
ん
で
い
ま
す
。  

―

同
朋
会―

 
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
、不
規
則
な
開
催
と
な
っ
て
い
る
同
朋
会
。
そ
れ 

で
も
今
年
で
お
よ
そ
２
０
年
が
経
ち
ま
す
。
参
加
者
も
１
０
名
前
後 

で
推
移
し
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

正
信
偈
か
ら
七
高
僧
そ
し
て
現
在
は
和
讃
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま 

す
。
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
じ
の
「
弥
陀
成
仏
の
こ
の
か
た
は
～
」で
す
が
、 

今
月
は
「
光
雲
無
碍
如
虚
空
～
難
思
議
を
帰
命
せ
よ
」
ま
で
で
す
。 

 
 

参
加
者
の
皆
さ
ん
も
ご
高
齢
に
な
ら
れ
、夜
の
開
催
か
ら
昼
へ
の 

変
更
を
考
え
て
い
ま
す
。（
改
め
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
） 

 
 

こ
の
会
は
、
光
受
寺
教
化
活
動
の
要
と
し
て
、御
同
朋
、御
同
行
と 

し
て
共
に
学
び
歩
み
続
け
て
い
く
活
動
で
す
。
ぜ
ひ
も
っ
と
多
く
の 

方
に
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

  
 

今年もきれいに咲きました。 

品
種
改
良
が
進

み
、
名
前
も
ユ
ニ

ー
ク
。 

 

右
よ
り 

 

・
バ
レ
リ
ー
ナ 

 

・
千
代
女 

 

・
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー 

 

・
万
華
鏡 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
コ
ー
ナ
ー 

 
 
 

十
二
回
連
載 

 
 
 
 
 
 

樹 
 

林 

 

南
無
阿
弥
陀
仏 

 

人
と
生
ま
れ
た
こ
と
の
意
味
を
た
ず
ね
て
い
こ
う 

ー
問
い
続
け
る
歩
み
を
と
も
に
ー 

４回目 

こころの散歩 宗
祖
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百
五
十
年
立
教
開
宗
協
賛
テ
ー
マ 

 

日
本
人
は
山
や
森
に
神
を
感
じ
る
と
言
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
砂
漠
と
違
っ
て
四
季
折
々
の
風
情
や
豊

か
な
恵
み
に
、敬
虔
な
感
謝
の
念
を
抱
い
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
遠
く
縄
文
時
代
に
期
限
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
狩
猟
採
集
の
生
活
に

と
っ
て
自
然
の
恵
み
は
、
何
よ
り
も
有
り
難
く
頼
り

に
な
る
も
の
で
し
た
。 

 

日
本
の
基
層
文
化
は
縄
文
に
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
目
に
す
る
樹
木
に
も
深
い
森
林
に
も
、
神
の

御
在
、
神
の
働
き
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
神

社
が
深
い
森
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
も
う
な
ず
け
ま

す
。 

 

山
折
哲
雄
先
生
の
記
述
に
よ
る
と
、イ
ス
ラ
エ
ル

の
上
空
は
、
果
て
し
な
い
荒
涼
と
し
た
砂
漠
が
広
が

る
ば
か
り
で
す
が
、
日
本
の
上
空
に
差
し
か
か
る

と
、が
ぜ
ん
緑
一
色
の
広
大
な
森
の
広
が
り
が
眼
に

入
り
、心
か
ら
救
わ
れ
た
思
い
に
な
る
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

日
本
人
は
長
い
間
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
て
生

き
な
が
ら
え
て
き
た
こ
と
を
思
い
ま
す
と
、
森
へ
の

限
り
な
い
親
し
み
と
畏
敬
か
ら
深
い
信
仰
が
育
ま

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

光
受
寺
御
遠
忌
法
要 

回 

向
（え
こ
う
） 

 

願
以
此
功
徳 

平
等
施
一
切 

同
發
菩
提
心 

往
生
安
楽
國 

 

今  月  の  掲  示  板  

ご
連
絡 

 

今
月
の
光
受
寺
喫
茶（
毎
週
金
曜
午
後
一
時
半
よ
り
）、 

同
朋
会（
第
二
土
曜
午
後
六
時
半
よ
り
）八
月
は
お
休
み 

 
 

 

わ
た
し
た
ち
が
、
お
経
や
正
信
偈
を
読
ん
だ
後
、
最
後

に
は
「
回
向
」
を
唱
え
ま
す
。 

 

誰
し
も
最
後
の
こ
の
句
は
暗
記
で
唱
え
る
ほ
ど
に
よ
く

口
に
し
て
は
い
ま
す
が
、そ
の
意
味
も
理
解
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。 

 

現
代
語
訳
・・・
お
東
門
徒
法
事
勤
行
集
よ
り 

 

願
う
こ
と
な
ら
阿
弥
陀
様
か
ら
頂
い
た
こ
の
功
徳
を
も

っ
て
、 

 

平
等
に
す
べ
て
の
人
々
に
そ
れ
を
施
し
て
、  

 

み
ん
な
一
緒
に
同
じ
よ
う
に
菩
提
心
を
発
し
て 

 
 

 

阿
弥
陀
さ
ま
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
安
楽
国
に
往
生
い
た
し

ま
し
ょ
う
。  

 
 

と
い
う
よ
う
な
意
味
に
な
り
ま
す
。 

 

宗
祖
親
鸞
聖
人
八
百
五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要 

 
 

令
和
五
年
三
月
二
十
五
日（
土
）  

「
日
帰
り
で
の
案
」
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

参
加
募
集
人
員 

九
十
名（
十
一
組
）  

 
 

三
十
人
乗
り
バ
ス
３
台
の
予
定
。 

 
 
 
 

参
加
費
用
概
算
」  

 
 

八
千
五
百
円（
昼
食
代
含
む
） 

 
 
 
 
 

墨
俣
発（
７
時
４
０
分
）･

瑞
穂
市
役
所
発（
７
時
３
５
分
）・
佐
波
発（
７
時
３
０
分
）の
三
台
。 

 
 
 
 
 

本
山
法
要 

１
３
時
２
０
分
～
１
５
時（
勤
行
・
法
話
等
） 

 
 
 
 
 

帰
着 

 
 

１
８
時
前
に
予
定 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

※
当
日
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
証
明（
コ
ピ
ー
写
真
可
）ま
た
は
陰
性
証
明
書
必
要
。 

 
 
 
 
 
 

現
在
ま
で
に
お
訪
ね
が
２
件
あ
り
ま
し
た
。
お
早
め
に（
住
職
ま
で
） 

 
 

暁
天
講
座
の
ご
案
内 

 

七
月
三
十
一
日 

 

６
時
半
よ
り 

 
 
 

場 
 

所 
 

 
 
 

岐
阜
市
日
置
江
１
１
０
番
地 

 
善
了
寺 

 
 

 
 
 

講 
 

師 
 
 
 

三
島
多
門
師 

 
 

「
慶
讃
法
要
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
」  

 
 
 
 

 
 
 

参
加
費 

 
 

３
百
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

住
職
ま
で 


